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未来を生きる 
みなさんへ、

美しく豊かな海を 
届けるために。

持続可能な開発目標(SDGs)とは?
2015年、ニューヨーク国連本部において、150
を超える加盟国首脳の参加のもと、2030年へ向
けた「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択され
ました。貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和
的社会など地球規模の課題を解決する17の具
体的な行動目標が定められ、世界中の人々がそ
の実現に取り組んでいます。

「持続可能な開発目標（SDGs）」のひとつである
「豊かな海を守ろう」を達成するために、
2021年～2030年の10年間を
「持続可能な開発のための国連海洋科学の10年」と
することが宣言されました。
この10年間、ユネスコを中心に、
各国政府、科学者、産業界、市民団体などが
海洋環境を守るさまざまな活動を集中的に行います。
2021年からの実行に向けて、次のページで紹介する7つの観点により
計画の検討が進められました。
どの活動も、深刻さを増す海洋の課題を解決し、
みなさんの将来へ豊かな海をつなぐための大切なものです。
未来の海を守る活動内容をぜひ知ってください。

持続可能な開発のための
国連海洋科学の10年(2021-2030)
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汚染の状態を調べ、人
への影響を把握し、汚
染を減らす方法を提
案します。

海洋汚染の減少

海洋生態系を理解し、
監視し、生物多様性な
どを回復させる解決策
を示します。

海洋生態系の保全

どういう情報が必
要か、話し合い／
コミュニケーション
で決める。

話し合いを通じ
て、リテラシー
が向上する。

海からの
食料資源の確保

海運や沿岸域の開発
など海洋経済の発展
のために、科学的知見
を元に変革を支援し
対策案を提案します。

海洋経済の活性化 海と気候変動の理解と
予測の促進

津波や高潮をはじめ，
自然および人為起源
のあらゆる海洋災害に
関する早期警報システ
ムを世界の全地域に
拡張し、高度化します。

海洋災害の警報

前の１から６の項目に
貢献できる全球の海
洋観測システムを構築
して、データや情報を
速やかに万人に提供
します。

海洋観測の促進

新たに創出された知
識とともに、誰でも海
のデータや情報を利
用でき、世界中で海洋
科学からの海の知識
を向上するようにし
ます。

能力の向上とデータや
情報へのアクセス、
知識の向上 人類に対する海の価

値の理解を通じて、海
洋リテラシー（理解し
た事を利用して行動
する能力）の向上を目
指し、海を守る方向に
人々の行動変容を促
します。

海洋から得られたデ
ータや情報を統合し、
全人類の共通の財産
として、これまでと現
在、これからの海の情
報を、自由で開かれた
形で提供します。

リテラシーの向上と
人類の行動変容

持続可能な食料の供
給のために海の状態
を監視し、理解し、新
たな開発を支援し、解
決策を示します。

海と気候変動の理解を
促進し、将来の温暖化
への対策のための新た
な知識を創出します。

海洋の関係者
自ら意思決定し
行動ができる情報

（Actionable Information）
を元に行動

研究者
社会で重要な決定ができる情報
（Actionable Information）

を作る

海洋研究の成果
研究論文・データ・サンプル

海洋情報の
デジタル化の促進
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行動につながる情報
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汚染物質の人や生物への
影響を調査します。
海に流れ込む汚染物質が、人や生物に
及ぼす影響を調査します。さらに、生物
が生息していくバランスのとれた海の環
境を見極めるための研究も行います。

豊かな海を守る、
私たちみんなの挑戦です。

海のさまざまな現象を
正確に予測できるようにします。
詳細な海底地形や大気、海洋生物など
の多くの観測データと、高度なコン
ピュータ・シミュレーション技術を用い
て、海洋のさまざまな現象を正確に予
測できるようにします。また、より良い予
測のための海洋調査を行います。

A Clean Ocean

A Predicted Ocean 

An A
cce

ssib
le Ocean  

さまざまな海洋災害から
暮らしを守ります。
津波や高潮・高波のほか、漁業被害を
発生させる海洋熱波や赤潮などから
暮らしを守るため、新技術を活用した、
それらの災害に対する警報システムの
開発などを行います。

いつまでも魚が獲れる
豊かな海をめざします。
近年、乱獲や環境変化によって魚介類の漁
獲量が減少傾向にあります。こうした状況
を改善し、持続的に水産物を確保できる海
を目指し研究を進めます。

世界中の人々が海洋情報を
有効活用できるようにします。
海洋調査で得られた情報をオープンにし
て、誰でも利用できるしくみを構築します。
また、発展途上国に対して海洋情報を正し
く活用できるように啓発活動も行います。

きれいな海

予測できる海

安全な海

生産的な海
万人に開かれた海

漁船の管理で
乱獲を防ぐ

資源量をモニターし
生態系を維持

環境負荷の少ない養殖業の確立

黒潮の蛇行
予測

魚の
回遊場所の
予測

高潮の発生
予測

海の温暖化の
予測

様々な
海洋調査による
データ収集

ゴミ 重金属
水銀

生活
排水

農業
排水

津波・高潮

海洋熱波

赤潮

A Pr
oductive

 Ocean 

A 
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Ocean 

魚種ごとの
生息域の把握

海からの
自然災害の
軽減

生態系の
監視

噴火による
津波リスクを
予測

危険を知らせて
安全を守る

危険を知らせて
安全を守る

豊かな
生態系の保全

情報やデータの
集約と発信

海水温上昇

生態系が変化

温暖化

海洋環境の急変に伴う
生態系の異変を調査します。
海の生物は、自然や人による影響を
受けても回復する能力があります。
しかし最近の急激な環境変化は、生
態系に回復不能な影響を与えてお
り、詳しい調査を行います。

健全で
回復力のある海

A 
Hea

lth
y & Resilient Ocean 

An I
nsp
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g & Engaging Ocean 

夢のある魅力的な海

世界の人々が海の理解を通じ、
海を利用し守るために
行動する海を目指します。
海は夢のあるフロンティアですが、一層その魅力
を伝える事が大切になっています。様々な形の対
話や議論を通じて、世界中の人々が海の魅力や
価値をよく理解して海を利用し、かつ守るための
行動ができるような社会を共に目指します。




